
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 112 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 新編情報Ⅰ （東京書籍） 

副教材等 新編情報Ⅰ資料ノート （東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

基本的な情報活用能力を身につけて、世の中に出たときに活躍できるように準備しましょう。 

パソコンを使った実習が中心となります。実習を通じて、課題のテーマをじっくりと考え、アウト

プットできるようにトレーニングしていきます。 

学期末に考査もありますので、座学の部分（資料ノート）にも、しっかり取り組みましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

①問題の発見・解決の方法を理解する。 

②情報デザインの考え方・表現方法を身に着ける。 

③基礎的なプログラミングができるようになる。 

④データを分析し、活用できるように準備をする。 

⑤パソコンを用いた事務作業が円滑にできるようになる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

効果的なコミュニケーショ

ンの実現，コンピュータや

データの活用について理解

し，技能を身につけている

とともに，情報社会と人と

の関わりについて理解して

いる。 

事象を情報とその結び付きの

視点から捉え，問題の発見・

解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に用いてい

る。 

情報社会との関わりについて

考えながら，問題の発見・解

決に向けて主体的に情報と情

報技術を活用し，自ら評価し

改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1 情
報
と
メ
デ
ィ
ア
の
特
性 

・情報の特性から，情報と

は何か理解する。 

・さまざまなメディアの特性

を理解する。 

a: 情報やメディアの特性を理

解している。 

b: 伝える情報に対して適切な

表現メディアを判断することが

できる。 

c: 情報やメディアの特性を理

解しようとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

観察 

問
題
解
決
の
流
れ 

・問題を発見・解決するた

めの一連の流れを理解す

る。 

・問題の発見・解決に情報

技術が活用できることを理

解する。 

a: 問題解決のプロセスを理解

している。 

b: 身近な問題について，問題

解決のプロセスを当てはめて考

えることができる。 

c: 身近な問題について，問題

解決のプロセスを当てはめよう

としている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

観察 

発
想
法 

・問題解決の各場面で活

用できる発想法を学習す

る。 

a: 発想法の基本的な考え方を

理解している。 

b: 発想法を使って表現すること

ができる。 

c: 発想法を活用しようとしてい

る。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

成果物 

 

観察 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

成果物 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

成果物 
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情
報
モ
ラ
ル 

・情報社会で生活していく

ための情報モラルを理解

する。 

・情報社会の安全を守るた

めの，法規や制度および

個人の責任について学習

する。 

・個人情報とはどのようなも

のか理解する。 

・SNS を通して個人情報が

流出・特定される仕組みを

学習する。 

・SNS等の不適切な使い方

による問題を理解する。 

・ソーシャルエンジニアリン

グにより不正に情報が盗ま

れることを理解する。 

a: 個人情報とは何かを理解し

ている。インターネットの適切で

ない使い方で起こる問題を理解

している。 

b: 自分の個人情報を，どこまで

インターネット上に公開できるか

考えることができる。セキュリティ

上よいとされるパスワードを考え

ることができる。 

c: 個人情報を適切に扱おうとし

ている。被害者にも加害者にも

ならないために，どうしたらよい

か考えようとしている。 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

観察 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

著
作
権 

・著作権について理解す

る。 

・引用の仕方を理解する。 

a: 著作権では，どのようなもの

を保護しているか理解してい

る。 

b: 著作権の利用について保護

されているかどうか適切に判断

することができる。 

c: 授業で使われる著作権の扱

いについて調べようとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

文
書
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
操
作 

・文書処理ソフトウェアにつ
いて，書式の設定や配置
の変更など，基本的な操
作を学習する。 
・文書処理ソフトウェアで
図，表，画像を利用する方
法を学習する。 

・ディレクトリやファイルの

操作について学習する。 

a: 文書処理ソフトウェアの基本

操作が身についている。文書処

理ソフトウェアで図，表，画像を

利用する方法が身についてい

る。ディレクトリやファイル操作

の方法が身についている。 

b: 文書処理ソフトウェアの操作

の考え方から，さまざまな処理

の方法を考えることができる。 

c:身につけるべきスキルとして

取り組んでいる。 

制作物 

 

観察 

制作物 振り返り

シート 
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情
報
デ
ザ
イ
ン 

・情報デザインとは何か学

習する。 

・情報デザインの方法であ

る抽象化，可視化，構造化

を理解する。 

・学校の Web サイトがどの

ような階層構造になってい

るか調べる。 

・文書処理ソフトウェアを活

用して，情報デザインの考

え方を基に文書を作成す

る。 

a: 情報デザインの方法を理解

している。 

b: 情報を可視化して表現する

ことができる。 

c: 学校の Web サイトの階層構

造を調べようとしている。 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

制作物 振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン 

・ユニバーサルデザインに

ついて学習する。 

・ユーザインタフェースに

ついて学習する。 

a: ユニバーサルデザインとは

何かを理解している。 

b: 身の回りにある機器のユー

ザインタフェースを，より使いや

すくするアイディアを考えること

ができる。 

c: 全ての人に使いやすいデザ

インの工夫や取り組みを考えよ

うとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

情
報
デ
ザ
イ
ン
の
流
れ 

・情報デザインのプロセス

を理解する。 

・情報デザインのプロセス

を活用する方法を身につ

ける。 

・デザイン思考に基づいた

分析を理解する。 

a: デザイン思考の流れについ

て理解している。 

b: 問題解決をするために「誰

に」「何を」「どのように」取り組ん

だらよいかをデザイン思考の流

れで考えることができる。 

c: ユーザ分析をして，効果的

なコミュニケーションのために情

報デザインを行おうとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

2 情
報
化
と
私
た
ち
の
生
活
の
変
化 

・画像処理や電子商取引

などの新しい情報技術に

ついて学習する。 

・人工知能やロボットなど

の情報技術と生活の変化

を理解する。 

・情報化による健康への影

響などの問題について学

習する。 

a: よりよい情報社会を築くため

の情報環境について理解して

いる。 

b: サイバー犯罪の対策を考え

ることができる。 

c: よりよい情報社会を築くため

の情報環境について，どのよう

なことに気を付けたらよいか考

えようとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
変
化
・
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

特
性 

・メディアとコミュニケーショ

ンの変遷について学習す

る。 

・メディアの特性について

学習する。 

・近年のソーシャルメディア

による人のつながりを理解

する。 

・ネットコミュニケーションの

特徴である記録性や匿名

性を学習する。 

a: コミュニケーション手段の変

化について理解している。ネット

コミュニケーションの特徴を理解

している。 

b: スマートフォンを使う場面を

思い浮かべて，スマートフォン

がない時代はどうしていたか調

査して考えることができる。状況

に応じて適切なメディアを選択

することができる。 

c: コミュニケーション手段と社

会の変化の関係性について考

えようとしている。ネットコミュニ

ケーションの特性を理解してメ

ディアを活用しようとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
操
作 

・表計算ソフトウェアの書式

の設定や配置の変更な

ど，基本的な操作を学習

する。 

・表計算ソフトウェアでの数

式の利用を学習する。 

・表計算ソフトウェアでの関

数の利用を学習する。 

・ディレクトリやファイルの

操作について学習する。 

a: 表計算ソフトウェアの基本操

作が身についている。表計算ソ

フトウェアで数式や関数を利用

する方法が身についている。デ

ィレクトリやファイルの操作の方

法が身についている。 

b: 表計算ソフトウェアの操作の

考え方から，いろいろな処理の

方法を考えることができる。 

c: 身につけるべきスキルとして

取り組んでいる。 

制作物 

 

観察 

制作物 振り返り

シート 

 

デ
ー
タ
の
形
式 

・データとは何か学習す

る。 

・データの尺度とは何か学

習する。 

a: データの形式について理解

している。 

b: データの性質を適切に判断

してアンケートに表現することが

できる。 

c: 身近にあるデータに興味を

持とうとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 
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デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用 

・データベースの役割がど

のようなものか理解する。 

・社会でのデータベースの

活用例を学習する。 

・データベースで使用する

データモデルについて学

習する。 

a: データベースがどのように活

用されているか理解している。

データモデルを理解している。 

b: 電子マネーで支払ったとき

の利点について考えることがで

きる。関係データモデルの利点

を考えることができる。 

c: 蓄積したデータを活用しよう

としている。データモデルに興

味を持とうとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

制作物 

デ
ー
タ
分
析
の
流
れ 

・データ分析の流れと方法

を学習する。 

・分析の目的に合わせた

データの利用方法を学習

する。 

・適切なデータの解釈方法

を学習する。 

a: データを収集して可視化す

る技能を身につけている。デー

タ分析の際に注意することを理

解している。 

b: データを分析して表現するこ

とができる。集めたデータに欠

損値や外れ値が含まれていた

らどのような分析結果になるか

考えることができる。 

c: 問題解決のために，データ

を収集し，分析し，結果を表現

しようとしている。分析の目的と

データの関係について興味を

持とうとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

制作物 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

制作物 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

制作物 

ク
ラ
ス
の
実
態
調
査 

・クラスの実態調査をアン

ケートで行い，分析結果を

発表する。 

・プレゼンテーションソフト

ウェアを使用して発表スラ

イドを作成する。 

a: アンケート結果を集計して発

表する技能を身につけている。 

b: 調査するテーマに合わせて

適切な質問項目を考え，仮説

の検証を考えることができる。 

c: アンケート結果を発表し，相

互評価をしようとしている。 

制作物 

 

発表 

制作物 振り返り

シート 

 

発表 
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デ
ジ
タ
ル
の
世
界
へ 

・デジタルデータとは何か

学習する。 

・デジタルデータのメリット

とデメリットを理解する。 

・2 進法と情報の単位につ

いて学習する。 

・文字のデジタル表現につ

いて学習する。 

・音，画像，動画のデジタ

ル化について学習する。 

・デジタルでの色の原理を

理解する。 

・デジタル情報の品質の違

いについて学習する。 

・データの圧縮について学

習する。 

a: 2進法，10進法，16進法の仕

組みが理解できる。文字コード

が理解できる。デジタル化の標

本化，量子化，符号化が理解

できる。光と色の三原色を理解

できる。動画の仕組みが理解で

きる。画像や音声の圧縮形式を

理解できる。 

b: デジタルデータとアナログデ

ータを区別できる。デジタル情

報とアナログ情報のメリットとデメ

リットを考えることができる。画像

や音声の圧縮形式は何である

か判断できる。 

c: 情報のデジタル化の関係性

について考えようとしている。コ

ンピュータで数値や文字をデジ

タル化する方法に興味を持とう

としている。コンピュータで音や

画像をデジタル化する方法に

興味を持とうとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

3 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

・情報通信ネットワークとは

何か学習する。 

・LAN と WAN の違いを学

習する。 

・プロトコルとその１つとし

て TCP/IP について学習

する。 

・ネットワークを構成するハ

ードウェアについて学習す

る。 

・サーバの役割について

学習する。 

・インターネットでの IP アド

レスと DNS の役割を学習

する。 

・認証後に使えるようにな

るサービスには，どのような

ものがあるか調べる。 

a: インターネット接続について

理解している。インターネットの

接続の仕組みについて理解し

ている。サーバとクライアントの

意味と役割を理解している。 

b: インターネットの今後の利用

について考えることができる。プ

ロトコルによってどのように通信

しているかを考えることができ

る。認証後に使えるようになるサ

ービスについて考えることがで

きる。 

c: ネットワークの仕組みについ

て興味を持とうとしている。コン

ピュータに割り振られている IP

アドレスをどのように調べたらよ

いか考えようとしている。サーバ

とクライアントの役割について考

えようとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス 

・WWW について理解す

る。 

・電子メールについて学習

する。 

・情報セキュリティの機密

性，完全性，可用性を理

解する。 

・情報セキュリティを確保す

るための方法・技術につい

て学習する。 

a: インターネット上のサービス

の仕組みを理解している。情報

セキュリティの技術について理

解している。 

b: ネットワークのトラブルチェッ

クシートを考えることができる。

学校内の情報セキュリティを高

める技術について，具体的な活

用例を考えることができる。 

c: インターネット上のサービス

の仕組みについて考えようとし

ている。情報セキュリティを高め

る技術を実践しようとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

制作物 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

観察 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は
何
か 

・コンピュータの基本構成

について理解する。 

・ハードウェアとソフトウェア

について理解する。 

・プログラムの動作の仕組

みについて学習する。 

・コンピュータの演算の仕

方について学習する。 

・コンピュータの処理のた

めの基本的な回路につい

て学習する。 

a: コンピュータの仕組みを理解

している。ソフトウェアの働きを

理解している。 

b: 身の回りにあるコンピュータ

が入っている製品を考えること

ができる。プログラミング言語の

種類を考えることができる。 

c: コンピュータの仕組みに興

味を持とうとしている。プログラ

ムの動作の仕組みに興味を持

とうとしている。 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
表
現 

・アルゴリズムの必要性を
理解する。 
・アルゴリズムの表現方法
について学習する。 
・プログラムの作り方につ
いて学習する。 
・プログラムの制御構造に
ついて学習する。 

a: アルゴリズムを表現する方法

を理解している。プログラムの順

次構造を理解している。分岐構

造や反復構造を理解している。 

b: アルゴリズムを考えることが

できる。プログラムに表現するこ

とができる。 

c: アルゴリズムを考えようとして

いる。プログラミングをしようとし

ている。 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

ワーク 

シート 

 

定期 

考査 

 

制作物 

振り返り

シート 

 

ワーク 

シート 

 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

・モデル化の考え方と，モ

デルの分類について学習

する。 

・シミュレーションによるモ

デルの評価について学習

する。 

・テーマを決めて，表計算

ソフトウェアでシミュレーシ

ョンを行う。 

a: モデル化の技能を身につけ

ている。シミュレーションをする

技能を身につけている。 

b: モデルを使ったシミュレーシ

ョンを表現することができる。シ

ミュレーションで表現をすること

ができる。 

c: モデル化とシミュレーション

をしようとしている。コンピュータ

によるシミュレーションをしようと

している。 

制作物 制作物 振り返り

シート 

 

制作物 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 

 


